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通期個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 
 

 当事業年度の個別業績が、前事業年度の実績値との対比においてその差異が開示基準に達することになり

ましたのでお知らせします。当社は、当該期間に係る個別の業績予想を公表しておりませんので、対比につ

きましては前事業年度の実績値との比較になっております。 

 

記 

１．2023 年 11 月期（通期）個別業績（2022 年 12 月 1 日～2023 年 11 月 30 日）と前事業年度実績との差異 

（単位：百万円/未満切捨） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり  

当期純利益 

前事業年度実績（Ａ）    

（2022 年 11 月期） 
4,236 △539 △532 △1,690 △371 円 64 銭 

当事業年度実績（Ｂ）    

（2023 年 11 月期） 
3,212 △359 △379 △480 △102 円 72 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,024 180 153 1,210 － 

増減率（％） △24.2 － － － － 

 

２．差異が生じた理由 

当社におきましては、2020 年 11 月期以降、「コロナによる影響長期化」「消費者の行動変容」「外的環

境の変化」等の環境下において、業績を回復させるべく、収益構造改革を進めております。 

売上高におきましては、新規顧客獲得施策、既存顧客の維持拡大施策を推進したものの、当事業年度末

時点において顧客数の完全回復までにはいたっておらず、前期比△24.2％となっております。 

営業利益、経常利益におきましては、不採算店舗の再編成、オペレーション効率化、地代家賃ほか店舗

運営費の抑制を実施したほか、不採算事業の整理、役員報酬の減額および自主返上、本社費用等の固定費

削減により損失額は減少いたしました。 

当期純利益におきましては、前事業年度と比較して減損損失の計上が大幅に減少したことにより損失額

は減少いたしました。 

以上 


